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戸澤晃子. 今後の子宮頸がん検診と精度管理を再考する. 第64回日本臨床細胞学会総会春期大会, 2023.

長谷川潤一. 産婦人科におけるPOCUS総論. 日本超音波医学会第96回学術集会, 2023.

五十嵐豪. 大学病院へのヒト胎盤由来成分含有製剤導入の試み～その効果と問題点～. 第31回日本プラセンタ医学会大会

, 2023.

高江正道. 小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療の現状と課題. 第31回日本プラセンタ医学会大会, 2023.
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64)

65)

66)

67)

68)

69)

70)

71)

72)

73)

74)

75)

76)

77)

78)

79)

80)

81)

82)

83)

84)

85)

86)

87)

88)

89)

90)

91)

92)

93)

94)

桂木真司, 松敬介, 中田雅彦, 早田英二郎, 村越毅, 長谷川潤一, 関沢明彦, 新垣達彦, 二井理文, 田中博明, 石渡勇,

池田智明. 本邦の妊産婦の悪性腫瘍による死亡症例の分娩経緯に関する検討. 第14回日本がん・生殖医療学会学術集会

, 2024.

鈴木直. 本邦および海外におけるがん・生殖医療のあゆみと未来. 第14回日本がん・生殖医療学会学術集会, 2024.

中村健太郎, 伊藤薫, 鈴木由妃, 岩端秀之, 杉下陽堂, 洞下由記, 高江正道, 鈴木直. 小児がん患者における産婦人科へ

の移行医療に関する実態調査. 第14回日本がん・生殖医療学会学術集会, 2024.

安岡稔晃, 鈴木直, 杉山隆. 凍結融解胚移植により43歳以上で妊娠した女性の周産期予後～日本産科婦人科学会のデータ

ベースを用いた調査研究～. 第68回日本生殖医学会学術講演会・総会, 2023.

鈴木由妃, 杉下陽堂, 鈴木直. 未受精卵子凍結における凍結ストレスに対するミトコンドリア動態の検証. 第68回日本生

殖医学会学術講演会・総会, 2023.

瀬川有実, 高江正道, 中村健太郎, 岩端秀之, 伊藤薫, 金森玲, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 洞下由記, 長谷川潤一, 戸澤晃子

, 鈴木直. 小児・思春期女児に対する卵子凍結保存の実施可能性に関する検証. 第146回関東連合産科婦人科学会総会・学

術集会, 2023.

森田明里, 澤田紫乃, 今井遥, 五十嵐豪, 澤口隆太郎, 石井雅人, 飯田瀬里香, 竹内淳, 久慈志保, 高江正道, 大原樹,

戸澤晃子, 鈴木直. 当院における若年婦人科悪性腫瘍手術後のホルモン補充療法の現状. 第389回四水会, 2023.

中村健太郎, 寺下友佳代, 伊藤薫, 鈴木由妃, 岩端秀之, 杉下陽堂, 洞下由記, 高江正道, 真部淳, 鈴木直. 小児がん患

者における小児科から産婦人科への移行医療に関する実態調査. 第38回日本女性医学学会学術集会, 2023.

鈴木直. トップランナーに聞く AYA世代がん患者支援の今. 佐久医療センター がん診療セミナー, 2024.

伊藤滉一郎, 叶谷杏子, 細田真希, 高江正道, 鈴木直, 塚田孝祐. 卵巣組織深部に位置する卵胞の微細構造を可視化する

波長掃引型光コヒーレンス顕微鏡の開発. 第32回日本バイオイメージング学会学術集会, 2023.

髙江正道, 鈴木直. 妊孕性温存療法UPDATE. 第33回臨床内分泌代謝Update, 2023.

杉下陽堂, 鈴木由妃, 鈴木直. 卵巣組織凍結・融解移植における卵巣移植に要する至適凍結卵巣組織融解時間の検討―効

率の良い卵巣組織移植術の確立―. 第68回日本生殖医学会学術講演会・総会, 2023.

中村健太郎，伊藤薫，鈴木由妃，岩端秀之，杉下陽堂，洞下由記，高江正道，鈴木直. 小児がん患者における産婦人科へ

の移行医療に関する実態調査. 第68回日本生殖医学会学術講演会・総会, 2023.

花田麻衣子, 藁科映恵, 玉木孝幸, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 朱 丞華. 顕微授精実施における至適時間の検討. 第68回日本生

殖医学会学術講演会・総会, 2023.

洞下由記. DORに対する累積生児獲得率を上げるための最適なARTとは？. 第68回日本生殖医学会学術講演会・総会, 2023.

鈴木由妃, 杉下陽堂, チェンサンディ, 遊道和雄, 鈴木直. 未受精卵子において凍結融解処置のミトコンドリア動態に対

する影響を検討する. 第26回日本IVF学会学術集会（JSAR）, 2023.

杉下陽堂, 鈴木由妃, チェンサンディ, 上川篤志, 鈴木直. 卵巣組織凍結・融解移植における卵巣移植に必要な至適培養

時間の検討. 第26回日本IVF学会学術集会（JSAR）, 2023.

前沢忠志,  武内大輝,  阪本美登,  西岡美喜子,  高山恵理奈,  洞下由記,  花田哲郎 ,  黄海鵬 ,  萩原克幸,  鈴木直

,  池田智明. がん患者に対する同一周期2回採卵の効率的な方法についての検討. 第26回日本IVF学会学術集会（JSAR）

, 2023.

鈴木由妃 , 杉下陽堂, 岩端秀之, 高江正道, 洞下由記 , 右田王介, 鈴木直. 染色体異常を呈する早発卵巣不全患者にお

けるTurner症候群との関連. 第26回日本IVF学会学術集会（JSAR）, 2023.

岩端秀之, 高江正道, 中村健太郎, 松山夏美, 古山紗也子, 中島真理子, 伊藤薫, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 洞下由記, 鈴木

直. 妊孕性低下が予見されるTurner症候群患児に対して卵子凍結保存を行った二症例. 第26回日本IVF学会学術集会（JSAR

）, 2023.

杉下陽堂, 鈴木由妃, チェンサンディ, 上川篤志, 鈴木直. -196℃で動作可能なRFIDタグを用いた新規卵巣組織凍結検体

管理システムの開発. 第26回日本IVF学会学術集会（JSAR）, 2023.

佐治正太, 美馬康幸, 長谷川潤一, 鈴木直. 臍帯異常例のCTG evolution patternに関するsingle center population

based study. 第45回日本母体胎児医学会学術集会, 2023.

長谷川潤一. プロウペスを用いた頸管熟化法の実際. 第45回日本母体胎児医学会学術集会, 2023.

井本清美, 砂川優, 新井裕之, 武田弘幸, 大原樹, 小島康幸, 古屋直樹, 森川慶, 三石修平, 山本博幸, 右田王介, 本吉

愛, 佐藤知雄, 谷嶋成樹, 山野嘉久. がん種別の包括的ゲノムプロファイリング（CGP）検査に基づいた治療提案と治療到

達性. 第61回日本癌治療学会学術集会, 2023.

鈴木直. 小児がん患者に対する妊孕性温存療法の現状と課題. 第61回日本癌治療学会学術集会, 2023.

久慈志保, 藤間勝子, 野澤桂子, 荒尾晴惠, 井本滋, 梶山広明, 北野敦子, 小寺泰弘, 齋藤竜太, 酒井リカ, 武冨紹信,

中山ロバート, 檜山英三, 二村学, 松井基浩, 米村雅人, 大家基嗣, 鈴木直. アピアランスケアに関する医療者を対象と

した実態調査報告＜AYAがん診療検討委員会＞. 第61回日本癌治療学会学術集会, 2023.

大西俊介, 見延進一郎, 野村英司, 金野陽輔, 永沢崇幸, 藤本悦子, 大原樹, 西尾真, 加藤久盛, 小山田隼佑, 有吉恵介

, 木原康太, 渡利英道. 子宮がん患者のCINVに対する六君子湯の効果―プラセボ対照無作為化二重盲検比較試験. 第61回

日本癌治療学会学術集会, 2023.

森田明里, 伊藤薫, 中村健太郎, 岩端秀之, 高江正道, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 洞下由記, 戸澤晃子, 鈴木直. 思春期患者

に対する卵子凍結の経験. 第440回神奈川県産科婦人科学会学術講演会, 2023.

北村卓也, 八幡将喜, 原田賢, 山本紗希, 平間千尋, 安藤歩, 田村みどり, 鈴木直. 流産手術後に大量出血を来した一例

. 第440回神奈川県産科婦人科学会学術講演会, 2023.

中村健太郎, 寺下友佳代, 真部淳, 鈴木 直. 小児がん患者における小児科と産婦人科間の移行医療に関する実態調査. 第

65回日本小児血液・がん学会学術集会, 2023.

戸澤晃子. わが国の子宮頸がん検診にHPV検査を導入するメリットとデメリット. 第32回日本婦人科がん検診学会総会・学

術講演会, 2023.
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96)

97)

98)

99)

100)

101)

102)

103)

104)

105)

106)

107)

108)

110)

111)

112)

113)

114)

115)

116)

②　国際学会

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7) Hideyuki Iwahata. Possibility of Artificial Ovary. Philippine Society for Fertility Preservation in

Collaboration with St. Marianna University, Japan, 2023.

久慈志保. 当院のIrAEマネジメント～多科・多職種一眼となって取り組む！～. リブタヨWebカンファレンス, 2023.

Nao Suzuki. Application of vitrification technique in frozen thawing of ovarian tissues. Merck Academic

Conferences, 2023.

Noriko Nozaki, Junichi Hasegawa. Effects Of Active Management During The Third Stage Of Labor At A Private

Clinic. World Congress of Perinatal Medicine (WCPM) 2023, 2023.

Junichi Hasegawa, Hiroaki Tanaka, Shinji Katsuragi, Akihiko Sekizawa, Isamu Ishiwata, Tomoaki Ikeda. Recent

12 Years Trend Of Maternal Mortality In Japan. World Congress of Perinatal Medicine (WCPM) 2023, 2023.

Kentaro Nakamura, Seido Takae, Kaoru Ito, Yuki Suzuki, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Yuki Horage, Nao

Suzuki. Surgical management of unilateral oophorectomy for ovarian tissue cryopreservation in pediatric

patients. 第68回国際外科学会日本部会総会, 2023.

Nao Suzuki. Oncofertility: Globally and in Asia. Philippine Society for Fertility Preservation in

Collaboration with St. Marianna University, Japan, 2023.

本吉愛, 小泉智恵, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 瀧下茉莉子, 田雜瑞穂, 中野万理, 黒田貴子, 敦賀智子, 志茂新, 小泉康幸,

志茂彩華, 白英, 川本久紀, 福田護, 鈴木直, 津川浩一郎. 乳がんサバイバーにおける妊孕性に関する懸念と支援ニーズ

： RCAC尺度女性版研究. 第31回日本乳癌学会学術総会, 2023.

秋山恭子, 神蔵奈々, 洞下由記, 鈴木直, 土屋聖子, 志茂彩華, 小島康幸, 志茂新, 都築麻紀子, 本吉愛, 川本久紀, 福

田護, 津川浩一郎. 当院における乳癌患者の妊孕性温存とAYA支援チームの取り組み. 第31回日本乳癌学会学術総会

, 2023.

Junichi Hasegawa, Hiroaki Tanaka, Shinji Katsuragi, Masafumi Nii, Akihiko Sekizawa, Isamu Ishiwata, 

Tomoaki Ikeda. Maternal death due to serious group A streptococcal toxic shock syndrome reduced after the

coronavirus disease pandemic in Japan. 第75回日本産科婦人科学会学術講演会, 2023.

Takayoshi Nakamura, Nao Suzuki, Ken-ichiro Seino. Interleukin-34 cancels anti-tumor immunity by PARP

inhibitor. 第75回日本産科婦人科学会学術講演会, 2023.

Ken Takahashi, Osamu Samura, Akihiro Hasegawa, Haruna Ookubo, Keiji Morimoto, Madoka Horiya, Aikou Okamoto,

Daigo Ochiai, Mamoru Tanaka, Masaki Sekiguchi, Naoyuki Miyasaka, Yuto Suzuki, Tsutomu Tabata, Eijiro Hayata,

Masahiko Nakata, Tomoo Suzuki, Hirotaka Nishi, Yumi Toda, Shinji Tanigaki, Natsumi Furuya, Junichi Hasegawa,

Shunsuke Tamaru, Yoshimasa Kamei, Seisuke Sayama, Takeshi Nagamatsu, Yuka Takahashi, Michihiro Kitagawa,

Tatsuya Arakaki, Akihiko Sekizawa. COVID-19 mRNA vaccination status and issues among pregnant women in

Japan:a multicenter retrospective questionnaire survey. 第75回日本産科婦人科学会学術講演会, 2023.

Yukayo Terashita, Kentaro Nakamura, Nao Suzuki, Atsushi Manabe. Questionnaire survey of transitional care for

pediatric cancer patients from pediatric to obstetrics and gynecology. 第65回日本小児血液・がん学会学術集会

, 2023.

鈴木直. 小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療の今後の課題. 令和5年度「鶴の会」学術講演会, 2024.

久慈志保. 子宮体癌に対する複合免疫療法のちからと安全に治療を継続するために. Lenvatinib Management Seminar in

Chiba, 2024.

鈴木直. HPV検査を取り入れた子宮頸がん検診のあり方. 令和5年度長崎県がん検診精度管理医師等研修会, 2024.

田中邦英, 西谷友里, 大山慧, 古谷菜摘, 本間千夏, 西村陽子, 廣瀬あかね, 北東功, 長谷川潤一, 古田繁行. 胎児巨大

腹腔内嚢胞に対し嚢胞穿刺ドレナージを施行した１例. 第60回日本小児外科学会学術集会, 2023.

本吉愛, 久我亜沙美, 萩原眞帆, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 右田王介, 洞下由記, 鈴木直, 津川浩一郎. BRCA1病的バリアント

陽性両側乳癌術後、ホルモン療法を2年で中断し妊娠に至った一例. 第3回JOHBOC学術総会, 2023.

加藤高志郎, 清水高弘, 桒田千尋, 萩原悠太, 星野俊, 深野崇之, 秋山久尚, 久慈志保, 鈴木直, 山野嘉久. 非細菌性血

栓性心内膜炎による脳梗塞を発症した卵巣癌に対してヘパリン皮下注で良好な経過をたどった１例. 第42回日本脳神経超

音波学会総会/第26回日本栓子検出と治療学会, 2023.

山本志奈子, 神藏奈々, 杉下陽堂, 鈴木由妃, 本吉愛. がん生殖看護情報提供用紙についての検討. 第14回日本がん・生

殖医療学会学術集会, 2024.

近藤春裕. 灌流装置を使用した手術の実際. 第7回子宮鏡研究会学術講演会, 2024.

鈴木由妃, 杉下陽堂, 小泉智恵, 高江正道, 鈴木直. 精神的不安定な女性不妊患者に対する主治医制診察での審理支援が

妊娠出産に効果的であった3症例. 第21回日本生殖心理学会・学術集会, 2024.

鈴木直. がん・生殖医療における心理社会的ケアの重要性. 第21回日本生殖心理学会・学術集会, 2024.

鈴木直. 生まれくるこどものための医療（生殖・周産期）に関わる生命倫理の話題. 第144回東海産科婦人科学会, 2024.

鈴木直. 本邦におけるがん・生殖医療の現状と今後の課題. 第1回東京都がん・生殖医療連携ネットワークセミナー

, 2024.

洞下由記, 岩端秀之, 伊藤薫, 中村健太郎, 鈴木由妃, 杉下陽堂, 高江正道, 鈴木直. 卵巣組織凍結―融解移植後の採卵

成績. 第14回日本がん・生殖医療学会学術集会, 2024.

高江正道, 原田美由紀, 小野政徳, 大須賀譲, 鈴木直. がん・生殖医療の黎明期から成長期における生殖アウトカムに関

する検証. 第14回日本がん・生殖医療学会学術集会, 2024.

岩端秀之, 洞下由記，高江正道，松山夏美, 古山紗也子，伊藤薫，中村健太郎，鈴木由妃，杉下陽堂，鈴木直. 妊娠を希

望するホルモン感受性陽性若年乳がん患者におけるホルモン療法中断の安全性と妊娠転帰に関する検討. 第14回日本がん

・生殖医療学会学術集会, 2024.
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9)

10)

11)

12)

13)

14)

15)

16)

17)

18)

19)

20)

21)

22)

23)

24)

25)

③　その他

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

鈴木直. 小児・AYA世代がん患者に対する妊孕性温存療法ー技術革新を目指して. 第22回 Heisei Gynecologic Oncologist

Meeting (HEGO), 2023.

長谷川潤一. 安全な人工妊娠中絶のために. 石川県母体保護法指定医師研修会, 2023.

鈴木直. 造血器腫瘍患者に対する妊孕性温存に関する診療の実際. 横浜造血器腫瘍フォーラム, 2023.

Shiho Kuji, Nao Suzuki. Neuroendocrine Neoplasia of Uterine Cervix. The 8th Biennial of Asian Society of

Gynecologic Oncology Reunion to Overcome Gynecologic Cancer Asia, 2023.

久慈志保. 婦人科腫瘍における免疫チェックポイント阻害剤—ICI診療の実際—. ICI Conference by Experts, 2023.

鈴木直. PMS・月経と更年期について～女性特有の症状のメカニズムを知る～. 社員向け研修会, 2023.
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吉川純弥, 久慈志保, 劉璟壬, 石井雅人, 飯田瀬里香, 金森玲, 今井遥, 遠藤拓, 竹内淳, 高江正道, 大原樹, 近藤春裕
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る高グレードirAE症例を中心に―. 第388回四水会, 2023.

鈴木直. 小児・AYA世代がん患者に対する妊孕性温存の診療－本邦におけるがん・生殖医療の課題. 2023年第1回神奈川県

がん相談員研修会, 2023.

Yuki Suzuki, Yodo Sugishita, Sandy Chen, Kazuo Yudo, Nao Suzuki. Investigation of the Impact of

Cryopreservation-Thawing Procedures on Mitochondrial Dynamics in Unfertilized Oocytes. 21st World Congress on

In Vitro Fertilization (ISIVF2023), 2023.

Yuki Suzuki, Yodo Sugishita, Hideyuki Iwahata, Seido Takae, Yuki Horage, Nao Suzuki. Association between

Turner Syndrome and Premature Ovarian Insufficiency Patients with Chromosomal Abnormalities. 21st World

Congress on In Vitro Fertilization (ISIVF2023), 2023.

Yodo Sugishita, Lingbo Meng, Yuki Suzuki, Sandy Chen, Atsushi Uekawa, Nao Suzuki. Investigation of the

Optimal Culture Time for Warmed Bovine Ovarian Tissues before Ovarian Tissue Transplantation. 21st World

Congress on In Vitro Fertilization (ISIVF2023), 2023.

Qiulin Ge, Hideyuki Iwahata, Yuki Horage, Kaoru Ito, Kentaro Nakamura, Yuki Suzuki, Yodo Sugishita, Seido

Takae,

Nao Suzuki. Current Status and Issues of Fertility Preservation Therapy in Oncofertility Therapy. 21st World

Congress on In Vitro Fertilization (ISIVF2023), 2023.

Nao Suzuki. Current status and issues related to Oncofertility in Japan. 21st World Congress on In Vitro

Fertilization (ISIVF2023), 2023.
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to Overcome Gynecologic Cancer Asia, 2023.
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world congress, 2023.
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Engineering Society) 2023 Annual Meeting, 2023.

Seido Takae, Kaoru Ito, Kentaro Nakamura, Yuki Suzuki, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Yuki Horage, Nao

Suzuki. The challenging of pediatric ovarian tissue cryopreservation with an updated version of the Edinburgh
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2023.

Kaoru Ito, Seido Takae, Kentaro Nakamura, Yuki Suzuki, Hideyuki Iwahata, Yodo Sugishita, Yuki Horage, Nao

Suzuki. The potential of fertility enhancement through the cryopreservation of in vitro-matured oocytes in
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Asian Oncology Society, 2023.

Hideyuki Iwahata, Azusa Mukae, Seido Takae, Yodo Sugishita, Nao Suzuki. Development of the artificial ovary

to reduce the risk of reimplantation of minimal residual disease in ovarian tissue transplantation. The 3rd
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Yodo Sugishita, Yuki Suzuki, Sandy Chen, Atsushi Uekawa, Nao Suzuki. Radiofrequency Identification Tag System

Improves the Efficiency of Closed Vitrification for Cryopreservation and Thawing of Bovine Ovarian Tissues.

21st World Congress on In Vitro Fertilization (ISIVF2023), 2023.

Seido Takae. Ovarian Tissue Cryyopreservation in Adults and Pediatric Patients: Is There a difference?.

Philippine Society for Fertility Preservation in Collaboration with St. Marianna University, Japan, 2023.

Yodo Sugishita. Technical Aspects of Ovarian Tissue Freezing. Philippine Society for Fertility Preservation

in Collaboration with St. Marianna University, Japan, 2023.

Koichiro Ito, Momoko Kanaya, Masaki Hosoda, Seido Takae, Nao Suzuki, Kosuke Tsukada. Swept-source optical
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西村陽子. 産婦人科での鉄欠乏性貧血に対するリオナ錠の使用経験. 妊娠と腎臓にまつわる研究会, 2024.

鈴木直. 小児・AYA世代がん患者に対するがん医療の充実—がん・生殖医療の役割は?. 令和5年度 第2回大分産科婦人科学

会・大分県産婦人科医会　研修会, 2024.

角田 彩華, 長谷川 潤一. 分娩誘発を要する無痛分娩で経腟分娩の完遂に関わる産科的因子の検討. 聖マリアンナ医科大

学医学会第83回学術集会, 2024.

鈴木直. 小児・AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存療法―基礎から臨床へ、臨床から基礎へ. 名古屋大学大学院基盤医

学特論, 2024.
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 Endometrial Cancer Web Seminar, 2023.
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戸澤晃子. 子宮頸がんの今後の動向と精度管理. 子宮がん検診従事者講習会, 2024.
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長谷川潤一. 脊髄性筋萎縮症を対象にした拡大新生児マススクリーニング
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, 2023.
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鈴木直. 小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療の現状と課題. 第2回がん診療院内教育セミナー, 2023.


